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まえがき

　昭和23年（1948）7月30日、保健師助産師看護師法が制定され、60年を迎えるの
を機に、『保健師助産師看護師法60年史』が編纂されることになった。
　わが国の看護の歴史の中で最も大きな出来事はこの法律ができたことであること
に間違いはないのだが、そろそろそのときの感動を直接経験した先輩たちがおられ
なくなりつつあり、その当時のことを臨場感を持って伝えていただくことが難しく
なってきている。
　今、少しでも長く保健師助産師看護師法にかかわりを持ってきた者たちが、自ら
見聞きしてきたことを書き残しておく必要があるのではないかとの思いを強くして
いる。こうした思いの下に『保健師助産師看護師60年史』の執筆者が選ばれている。

　戦後GHQの強力な支援により、助産師、看護師、保健師が人々の看護を行うこと
を業とするひとつの職種としてそれまでとは比較にならぬ飛躍的な身分法を持つこ
とになったものの、その後の60年間、自立した看護専門職業人の誕生を目指した立
法理念は必ずしも順調に展開されてきたわけではなかった。
　医療保険制度の急速な充実の陰で、量の不足対策に追われて看護教育の充実が遅
れてきたこと、ワーク・ライフ・バランスに欠ける職場環境が続いてきたこと、労
働や能力に見合った処遇がなされてこなかったことなど、いまだ解決を見ない課題
も残されてはいる。
　しかし世界に先駆けた超高齢社会をむかえ、看護職の役割・活躍の場が大きく広
がってきている今日、その期待に応えようとする看護職の層も厚くなりつつあり、
やっと看護職が国の内外において専門職業人としての評価を得られつつある時代に
なってきた。
　こうした節目のときに、これまでの社会の変化の中で行われてきた保健師助産師
看護師法の改正とその経緯、また看護活動にかかわる関連事項等について、さらに
実際に看護行政や看護活動にかかわってきた人たちの懇談、地方看護行政の紹介な
どを通して、60年間の看護界の歩みを総括する役割を担えることを喜んでいる。こ
うした作業が、今後の新たな看護の可能性を求め、更なる発展のために有益なもの
になることを心から願っている。
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《表記についての留意点》
・年号表記
　元号（西暦）を原則とし、年代を「昭和30年代」「1980年代」といった固有名詞的に扱う
ときは、単独表記とした

・�「婦」（保健婦／助産婦／看護婦／准看護婦）と「師」（保健師／助産師／看護師／
准看護師）の呼称区分の扱い方

・	保助看法制定（昭和23年　1948年）以前の法令、固有名詞（学校名・検討会名など）の
表記は、「婦」のまま（当時の表記）
・保助看法制定（昭和23年　1948年）以降の「法令」内の表記は、原則「師」で統一
・	保助看法制定（昭和23年　1948年）から保助看法改正（「婦」から「師」）された平成13
年（2001）12月12日以前の固有名詞（学校名・検討会）の表記は、「婦」で表記（当時の
表記）
・保助看法改正（平成13年（2001年）12月12日）以降は、現状通り「師」
・客観的に述べる場合、現在の呼称の「師」を原則用いる
・上記条件を原則に、最終的には各執筆者の判断で用語を使用した


